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★（再録）　Ｈ１３院試より　置換基効果

★　有機反応速度論入門（稲本直樹）より　置換基定数、ハメット則

置換基定数、σp-NH2 = -0.66, σp-NO2 = 0.78, σm-OCH3 = 0.115, σm-Br = 0.391 を使う。
ヒント）題意前半から、反応定数（ハメットプロットの傾き）を出す。次に、このプロットから

未知化合物の反応速度定数を予測する。置換基効果には加成法則が成り立つ。

★　有機化学演習（湊宏）より　ハメット則

（ヒント）反応機構をきちんと書け。電子求引基が加速する反応か、減速する反応か（つまりそ

れぞれρが正か負か）を定性的に言えるだけでよい。



略解

Ｈ１３年度院試

（アルカリ性エステル加水分解（ケン化）と酸触媒エステル加水分解のそれぞれについて、中間

体を明示した反応機構を書いて考える。問１，２は下の 25.3 (10), (5) とそれぞれ同等である）


